
Ⅰ．以下の文章を読み、設問に答えなさい。 

 

 世界人口は７０億人に達したが、日本は人口減少と高齢社会の危機に直面している。日

本の現在の人口はおよそ１億２７００万人であるが、２０５９年には９７００万人になる

予測である。（図表を参照） 

 この大きな人口変動は、労働力の不足や、ＧＤＰの減少、高齢者向け年金や医療費コス

トの若い世代への負担増などを引き起こすことが予測されている。 

 国及び地方自治体では、この急激な人口変動への対策を展開している。例えば、仕事と

家庭生活のワーク・ライフ・バランスや子育て世代への補助、保育所の建設などが行われ

ている。この目的は男女を問わず、キャリアと子育てを両立させ、出生率の向上を期待し

たものである。 

 

問１ 自分の社会科学の知識を使って、日本の人口変動の原因について次の３つの観点か

ら説明しなさい。 

（１） 合理的選択論（経済的）の観点 

（２） 社会・文化的観点 

（３） 心理学的な観点 

 

問 2 次に、日本が取り得る効果的な政策手法を考え、そのアイデアがいかに有効である

かについて論じなさい。ただし、公共政策を検討するときには、実現可能性、効果、

経済的効率性、そして個人の自由意思を侵害しないことに留意して検討すること。 
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Ⅱ．下記の文章を読んで以下の問いに答えなさい。 

 

 匿名による精子提供（精子はたいてい購入されるので、この表現は不適切であるが）は

許されることだろうか。スウェーデン、オーストリア、ドイツ、スイス、オランダ、ノル

ウェー、そしてオーストラリアのいくつかの州は、ノーと答えてきた。英国は最近これに

加わったが、そのシステムによれば、新規の精子（卵子）提供者は情報を登録しなければ

ならず、精子や卵子提供で生まれた子どもは、１８歳になると提供者の名前と最新の住所

を知る権限を持つようになる。この領域に関わりこうした施策に賛同する議員たちの議論

と、ナオミ・カーンのような賛成派の学者たちの議論が焦点を当てる主要な点は、子ども

の福祉である。精子や卵子提供で生まれた子どもたちは、自分たちの遺伝上の片親の身元

へのアクセスを奪われることで危害を加えられるというのが、彼らの主張である。興味深

いことに、こうした施策への反対者もまた同じ土俵で戦っている。すなわち、彼らは子ど

もたちへの危害という主張が基づく経験上の証拠に異議を唱えるのである。 

(I.G.Cohen, “Prohibiting Anonymous Sperm Donation and the Child Welfare Error ”, 

 The Hastings Center Report, vol.41, No.5,2011,p.13 より。) 

 

問１：そのような施策への反対理由にはどのようなものが考えられるか。複数述べなさい。 

                           （400 字以内） 

 

問２：匿名による精子提供についての自分の考えを、論理的、整合的に述べなさい。 

                                   （800 字以内） 
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